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市
で
は
、
平
成

年
か
ら

カ
年

２６

１０

計
画
と
し
て
、「
第
２
次
健
康
日
本
２１

安
城
計
画
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
生
涯
に
わ
た
り
健
康
を
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己
管

理
し
て
い
く
力
を
高
め
、
自
ら
の
健

康
づ
く
り
を
継
続
し
て
実
践
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

社
会
全
体
で
相
互
に
支
え
合
い
な
が

ら
健
康
づ
く
り
を
実
践
で
き
る
環
境

を
整
え
て
い
き
ま
す
。

今
回
、
計
画
の
中
間
見
直
し
を
行

う
に
あ
た
り
、
こ
の
計
画
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れ
く

ら
い
進
ん
で
い
る
か
を
評
価
す
る
た

め
、
市
民
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ン
ケ
ー
ト「
健
康
に
関

す
る
基
礎
調
査
」を
実
施
し
ま
し
た
。
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査
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果
を
お
知
ら
せ
し
ま
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乳幼児では８０％以上の保護者が運動をさせています。小
中学生で約８０％、高校生年代では約６０％が運動をしてい
ますが、成人全体では約４０％にとどまっています。一方
で、７０歳以上では半数以上の人が運動をしており、年齢
が上がるにつれて運動への意識の変化が見られます。

50歳代

60歳代

70歳以上

20歳代

30歳代

40歳代

34.6

24.0

20.2

18.6

17.0

21.8

38.7

51.0

46.2

46.9

50.2

45.5

22.6

19.1

24.0

26.0

23.6

22.6

4.1

5.9

9.5

8.5

9.2

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康だと思う まあまあ健康だと思う 少し自信がない かなり自信がない

０～３
歳児
保護者
５歳児
保護者

88.9

83.8

11.1

16.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

させている させていない

小６

中３

高校生
年代

77.0

82.7

61.9

23.0

17.3

38.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している していない

71.6%

28.4%

成人
（20歳以上）

70歳以上

40歳代

50歳代

60歳代

成人
（20歳以上）

20歳代

30歳代

39.9

32.1

28.5

31.7

38.3

48.5

57.2

60.1

67.9

71.5

68.3

61.7

51.5

42.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

つくっている つくっていない

成人
（20歳以上） 67.8 28.4 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容を
知っている

言葉は聞いた
ことがあるが
内容は知らない

知らない

26.6%

36.7%

25.2%

11.6%

成人
（20歳以上)

年１回の健康診断を受けている人は、約
７２％です。そのうち約６３％の人が健診結
果を健康づくりに生かしています。

あなたは、自分が健康だと思いますか。

お子さんに運動をさせていますか。 年１回の健康診断を受けていますか。

部活動（運動部）に入っていますか。
または、学校以外でスポーツをしていますか。

健診結果をその後の健康づくりに生か
していますか。

運動する時間をつくっていますか。

メタボリックシンドロームの内容を
知っていますか。

受けている

受けていない

生かしている
どちらかといえば
生かしている
どちらかといえば
生かしていない
生かしていない

迦広報あんじょう 2018.6.15

「健康だと思う」「ま
あまあ健康だと思う」
を合わせた“健康だ
と思う”人の割合は、
約７０％となっていま
す。特に２０歳代・３０
歳代は７０％を超えて
います。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
健
康
に
対
す
る

意
識
、
運
動
、
健
診
、
地
域
活
動
に
つ
い

て
の
項
目
を
抜
粋
し
ま
し
た
。

※
端
数
処
理
の
た
め
合
計
は
一
致
し
ま
せ
ん
。

メタボリックシンドローム
内臓脂肪症候群。腹囲が男性８５尺以上、女性
９０尺以上の人で、高血糖、高血圧、脂質異常
の危険因子を２つ以上持っている状態。

私たち、地域での健康づくりを支えます！づ

親子ビクス指導者 加藤裕美さん
私がしていることは、育児中のお母さんが
外に出るきっかけづくりなんです

音楽に合わせて体を動かすことで、
楽しみながらお母さんの腰痛・肩こ
りの解消、骨盤の調整、子どもの筋
力アップ等を目指します。２０年程前
から指導していますが、最近は家に
閉じこもりがちなお母さんが増えた
と感じます。教室に来て親子で体を
動かしていると自然に親同士の輪が
できるもの。人とのつながりができ
ることで、お母さんの表情がどんど
ん明るくなるんですよ。身体・心両
面のサポートをしていきたいですね。

私達の活動の柱は、「朝食のすすめ」
「シニアの栄養教室」「父と子の料理
教室」の３つ。保育園や老人会等で
食事指導や料理教室、講話等をして
います。野菜嫌いの子でも、野菜を
混ぜ込んだおにぎりにするとペロリ
と食べるので、驚くお母さんも多い
ですね。高齢の方には、だしの風味
を生かした減塩のお味噌汁の作り方
を伝えています。食の知識を広める
ことで市民の健康を支えたい、そん
な大きな夢を持って活動しています。

安城市食育健康づくりの会（前ヘルスメイト）会長
黒柳厚子さん

自分、家族、友人、ご近所さん。
健康の輪を広げることが私達の使命です

サン・シールド叙（桜井町）代表取締役
米森清祥さん

せい じ

社員の健康は会社にとって何より大切。
皆で健康づくりを楽しんでいます

主に土木工事等を手がける会社を営
んでいます。現場仕事が多いので、
社員の健康は何よりも大切。健診の
受診や予防接種等に社をあげて取り
組んでいる他、「あんじょう健康マイ
レージ」に皆で挑戦したり、ストレ
スチェックを行ったりしています。
月１回の地域のごみ拾いもかなり歩
くので良い運動になりますね。健康
づくりを社員皆で楽しんでいます。
次は歩数計を配って皆で歩数を競っ
てみたら面白いかなと考えています。

山本真美さん（箕輪町）
人のために豊かに生きたい。がん克服の経験を
生かし、健康の三原則を伝えています

８年前に乳がんと診断され、手術と
化学療法を受けた際に余命を意識し
たことで、人のために時間を使って
豊かに生きたいという思いが芽生え
ました。仕事に忙殺されていた生活
の反省から、治療を終えてからは通
信教育で病気にならない食事につい
て勉強。現在は玄米菜食の料理教室
や手作り酵母で焼くパン教室での指
導、医院での相談業務を通して、健
康の三原則（正しい食事、適度な運
動、精神の安定）を伝えています。

地域のつながりを生かし
て健康づくりの輪を広げ
ていくことが必要です。
実際に地域の活動をして
いる人は約３７％にとどま
っていますが、約８５％の
人が地域での活動に参加
することが大切と考えて
います。
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■問 ▼保健センター（緯〈７６〉１１３３）
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どちらかといえば大切ではない
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地域の活動に参加することが
大切だと思いますか。
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